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　大昔の五日市には、象が棲んでいました（発見された象の化石のレプリカを、五日市郷土館に展示しています）。五日市の盆地は、大きな
湖でした。やがて湖がなくなると、美しい豊かな山に囲まれた場所で人々が生活を始めました。そして長い歴史の中で、優れた文化が生まれ
てきました。
　五と十のつく日に市が立つようになり、地名の由来となりました。江戸時代には、将軍家へアユを献上していたことがあります。幕末から
明治初期には、五日市憲法草案を起草した千葉卓三郎や、看護師として海外に渡って活躍した萩原タケなどの著名人を輩出しました。昭和初
期には、五日市鉄道が引かれて交通も発達しました。大悲願寺を訪れた伊達政宗が後日、境内に咲く萩の花を所望したという記録があります。
これから、皆さんの協力もいただきながら、さまざまな歴史上の出来事などをまじえた「東京のふるさと五日市物語」の創作をめざします。
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